
１，これまでの研究のあゆみ

昨年度まで，理科は「生徒の素朴概念から立ち上げた授業の工夫」という主題のもと，研究を行って

きた。「素朴概念」とは，生徒がこれまでの生活体験や学習を通して，自分なりに理解をして得た知識

や考えのことである。この生徒が持つ「素朴概念」は全く根拠がないものではなく，実体験から得た知

識を生徒なりに理解し，認識したものである。「素朴概念」を現時点で多くの科学者によって指示され

ている概念，「科学概念」獲得の導入となる知識や考え方をする，「科学的概念」への変容・再構成を目

指すことが，本校の昨年までの研究であった。

実際に研究を行ってみると，素朴概念を科学的概念へと変容・再構成させることは容易ではなかった。

例えば，「植物はどこで光合成を行うのか」という問いに対し，「葉で行う」と答える生徒は多い。これ

は小学校では「植物は太陽の光を葉で受けると光合成を行う」と学習してきたからである。しかし，中

学校の学習で「茎でも光合成を行う」ということを実験で確かめたとき，その結果に驚く生徒は多い。

葉で光合成を行うということを小学校で学び，生徒なりに納得し，確立した一つの概念だからこそ，自

分が信じる概念とは異なる現象を目の当たりにすると，生徒にとっては理解しがたい自然事象になる。

素朴概念を科学的概念へと変容・再構成するためには，次の３点があげられる。

１つ目は，「課題提示→予想→実験→解釈・討論→まとめ」と授業過程を構成することである。課題

提示では自分の知識で解決できない認知的不協を生徒に与える。そして，前述した授業過程を通し，思

考力・判断力・表現力を育み，自然事象に対して「なぜこうなるのか」という根拠を持って課題解決を

行うことを目指してきた。授業過程に合わせて課題解決のための外化を取り入れながら，上記のような

授業過程を粘り強く行い続けることが，素朴概念を科学的概念へと変容・再構成させる手立てとなる。

２つ目は，どこでどのような課題を提示して授業を組み立てるのかという指導計画の工夫をすること

である。単元学習に入る前に，生徒にどのような素朴概念を持っているのかを把握するために，事前調

査問題を行うことが必要になる。

３つ目は，ＯＰＰ（１枚ポートフォリオ）の活用である。ＯＰＰを取り入れることによって，授業評

価を計画的に行い，学習記録を自分でまとめ，指導者のコメントを活用し，学習の誤りを自ら修正する

メタ認知能力を育むことができる。

このような手立てを取り入れながら素朴概念を科学的概念へと変容・再構成するように研究を行って

きた。しかし，話し合い活動や討論を取り入れると新たな素朴概念が表出したりして，それを科学的概

念へ再構成できずに次の課題へ進むことがあり，時間数の壁をなかなか乗り越えられずにいた。

２，今年度の教科研究について

①深く考える理科授業とは

理科授業の流れは次のように考えている｡

実感をともなった理解をさせる理科授業の流れと深く考える授業の関係

授業の流れ
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実感をともなった理解をさせる授業の創造を行う
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